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す
な
わ
ち
附
個
人
財
産
の
非
合
法
的
没
収
の
禁
止
、
例
過
去
の
徴
税
方
法
に
お
け
る
幾
多
の
欠

陥
と
矛
盾
の
改
普
及
び
そ
の
負
担
の
軽
減
、
川
口
公
私
営
企
業
聞
の
関
係
の
調
整
、
村
圏
内
工
業

の
発
毘
に
不
可
欠
と
み
な
す
民
族
資
本
に
対
す
る
長
期
的
融
資
、
制
民
間
工
場
に
対
す
る
発
註

の
増
加
、
付
小
売
商
に
対
す
る
適
当
な
利
潤
の
容
認
、
川w農
村
に
お
け
る
生
産
増
強
を
図
る
た

め
の
富
山
艇
の
存
続
、
例
特
に
大
都
市
に
お
い
て
深
刻
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
失
業
問
題
の
解
‘
決

な
ど
各
面
に
つ
い
て
万
般
の
措
置
を
論
じ
て
い
る
。

昭
和
二
十
五
年
七
月

海

外

経

済

事

情

一
、
ア
メ
リ
カ
経
済
の
動
向

二
、
西
欧
経
済
の
動
き

三
、
東
南
ア
ジ
ア
の
経
済
情
勢

一
、
ア
メ
リ
カ
経
済
の
動
向

ω
財
政
の
膨
強
と
信
用
の
統
制

七
月
十
九
日
ト
ル
!
マ

ン
大
統
領
は
話
会
に
特
別
教
書
を
送
り
、
国
防
尚
一

O
O億
ド
ル
増

額
を
中
心
と
す
る
動
乱
対
策
を
勧
告
、
国
迎
旗
の
下
に
戦
う
ア
メ
リ
カ
の
確
回
た
る
決
意
を
表

明
し
た
が
、
園
内
の
輿
論
も
と
れ
を
支
持
し
て
お
り
、

諸
般
の
経
済
措
留
は
着
々
実
行
に
移
さ

れ
ん
と
し
て
い
る
。

七
月
一
日
か
ら
始
ま
る
五
一
年
度
予
算
は
当
初
に
は
歳
入
三
七
三
船
ド
ル
、
歳
出
回
二
四
・惚

ド
ル
、

赤
字
五
一
般
.ド
ル
定
見
込
ん
で
い
た
が、

二
十
四
日
大
統
領
は
総
額
一

O
五
億
ド
ル
余

に
お
よ
.
ふ
国
防
費
の
追
加
支
出
、
翌
二
十
五
日
に
は
五

O
億
ド
ル
の
噌
税
を
要
請
、
こ
の
国
防

費
増
額
は
第
一
段
階
的
措
抵
で
、
今
後
さ
ら
に
対
外
軍
事
援
助
を
は
じ
め
と
し
て
五

O
位
な
い

山

一
O

し

一
O
O億
ド
ル
の
増
額
は
必
至
と
見
ら
れ
、
そ
の
場
合
、
自
然
増
収
を
て
応
考
慮
外
と
す
れ

ば
、
歳
入
四
二
三
億
ド
ル
、
歳
出
五
七
九
億
な
い
し
六
二
九
億
ド
ル
、

赤
字
は

一
五
六
憾
な
い

し
二
O
六
億
ド
ル
に
達
し
、
国
防
貨
は
蔵
出
の
半
ば
を
占
め
る
に
至
ろ
う
。
五

O
年
(
暦
年
〉
中

の
述
邦
政
府
支
出
は
推
計
五

O
一
位
.ド
ル
、

国
民
総
生
産
額
の
一
八

・
五
%
に
当
り
、
こ
れ
に

州
お
よ
び
地
方
政
府
の
支
出
を
合
す
れ
ば
、
本
年
中
に
お
け
る
政
府
支
出
は
国
民
総
生
産
額
の

二
六
%
程
度
に
述
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
(
昨
年
は
二
ハ
箔
)
。

こ
の
よ
う
な
財
政
の
急
膨
張
は
、
現
在
す
で
に
再
燃
を
危
倶
さ
れ
て
い
る
イ
ン
フ
レ
l

シ
ヨ

ン
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
自
動
車
、
冷
蔵
陣
等
耐
久
消
費
財
に
対
す
る
消
費

者
信
用
〈
六
月
末
現
在
一
九
六
億
ド
ル
余
〉
、
述
邦
住
宅
局
、
復
員
軍
人
局
等
の
保
証
に
よ
っ
て

促
進
さ
れ
て
い
る
住
宅
信
用
等
は
今
春
以
来
の
景
気
上
昇
の
有
力
な
支
柱
で
あ
っ
た
が
、
同
時

に
そ
の
イ
ン
フ
レ
的
影
響
に
つ

い
て
瞥
戒
論
も
挫
顕
し
て
い
た
。
大
統
領
の
特
別
教
替
は
当
面

の
イ
ン
フ

レ
抑
制
措
置
と
し
て
消
費
者
信
用
統
制
の
復
活
、
商
品
投
機
信
用
の
統
制
を
勧
告
し

て
い
る
が
、
今
後
の
推
移
に
応
じ
て
住
宅
信
用
、
証
券
信
用
、
在
昨
蓄
積
信
用
等
に
も
統
制
が

適
用
さ
れ
る
可
能
性
が
大
き
い
。

の
'
u

物
価
、
株
価
の
勤
き

軍
需
の
増
大
は
急
速
に
物
価
に
反
映
す
る
。
今
春
以
来
漸
次
強
調
を
示
し
て
い
た
物
価
は
動

乱
以
後
さ
ら
に
急
昇
、
六
月
二
十
三
日
よ
り
七
月一二
十

一
日
に
至
る
聞
に
生
ゴ
ム
八
六
第
、
錫

二
六
%、
鉛
四
%
、
綿
花

一
四

%
、
小
麦
一
%
等
の
上
昇
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
軍
需
に

直
接
関
係
の
な
い
日
用
品
、
制
印
刷
郎
料
等
に
つ
い
て
も
今
後
の
品
不
足
な
い
し
統
制
の
復
活
を
見

越
し
た
業
者
お
よ
び

一
般
消
賞
者
の
買
漁
り
が
活
様
で
、
卸
売
物
価
指
数
は
六
月
二
十
日
の
-

五
七

・
一
が
七
月
三
十
六
日
に
は

一
六
三

・
七
と
六

・
六
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
を
示
し
て
い
る
。

-
方
株
価
は
こ
れ
と
全
く
逆
の
動
き
を
示
し
、
六
月
上
何
戦
後
の
最
高
に
達
し
た
も
の
が
、

動
乱
勃
発
と
共
に
急
落
、
大
統
領
の
特
別
教
替
に
よ
っ
て
蔚
千
持
直
し
て
は
い
る
も
の
L

な
お

市
況
は
不
安
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
戦
争
の
全
面
的
拡
大
、
こ
れ
に
伴
う
各
都
の
統
制
御
活
に
対

す
る
懸
念
が
大
を
く
響
い
て
い
る
が
、
同
時
に
株
式
資
金
が
商
品
市
場
へ
流
れ
た
こ
と
も
見
逃

せ
な
い
で
あ
ろ
う
。
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備
考

ー

国

庫
お
よ
び
連
邦
準
備
銀
行
手
持
分
を
険
〈
、
月
中
平
均
額

ω
銀
行
間
預
金
お
よ
び
政
府
顕
金
を
除
〈
、
各
月
段
終
水
陥
日
残
高

ω
連
邦
隼
備
制
度
m椙
山
中
会
問
傘
、
制
前
日
分
、
月
平
均

ω
労
働
統
計
局
側
笠

ω
z
p
y
F
l
ド

・
T
Y
F
・
プ

7
1
見
紛
笠
、
将
通
状
回
二
ハ
田
植
〈
工
業
続
三
六
五
、
鉄
道
線

=
o、
公
共
紘
一一
一
一
)

ω
速
抑
制
巾
備
制
使
理
山
叩
会
、
米
側
箆
分

mm叩
問

臥町
民
絢
笠
、

一
凶
成
以
上
の
労
働
緒
、
車
節
的
関
盤
な
L

・HU
捻
出
足

問
産
業
の
現
況
と
統
制
の
見
透
し

現
雀
ア
メ
リ
カ
の
国
民
総
生
産
額
は
二
、
七
O
O
他
.
ド
ル
、
七
月
の
工
業
生
産
指
数
は
一
九

九
と
戦
後
の
最
高
た
る
四
八
年
秋
を
四
ポ
イ
ン
ト
上
廻
り
、
就
業
者
は
六
、
一
一

ご
万
と
前
月

よ
り
若
干
減
少
し
て
い
る
が
、
な
お
戦
後
の
最
高
に
近
く
、
失
業
者
は
わ
ず
か
一
一
一
一
一
一
万
に
過

ぎ
ず
、
ま
さ
に
完
全
就
業
状
態
に
近
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
第
二
次
大
戦
直
前
た
る

一
九
四
O
年
に
工
業
生
産
指
数
は

一
一
一五
、
失
業
者
八

-
二
万
を
算
与
え
た
の
に
比
す
れ
ば
、
ア

メ
リ
カ
の
生
産
力
に
は
余
裕
は
少
〈
、
英
大
な
る
軍
需
哨
加
を
消
化
す
る
た
め
に
は
全
面
的
な

統
制
を
必
要
と
す
る
と
見
る
向
も
あ
る
が
、
二
十
六
日
の
年
央
経
務
報
告
で
、
大
統
領
は
木
年

中
に
工
業
生
産
を
二
一

O
程
度
ま
で
引
上
げ
、
失
業
者
を
一
O
O
万
な
い
し
二
O
O
万
吸
収
す

る
と
と
が
可
能
で
、
し
か
も
労
力
不
足
の
問
題
を
生
じ
な
い
と
し
て
お
り
、
一
方
産
業
界
で
も

現
在
の
生
産
能
力
の
二
O
%
以
内
の
取
締
を
消
化
す
る
こ
と
は
さ
し
て
囚
難
を
伴
わ
な
い
と
見

て
い
る
。
一
九
四
六
年
よ
り
四
九
年
に
至
る
戦
後
四
年
間
の
工
場
お
よ
び
設
備
に
対
す
る
資
本

支
出
は
て
二
九
四
他
ド
ル
に
お
よ
び
、
こ
れ
に
よ
る
生
産
能
移
の
増
加
は
ア
メ
リ
カ
産
業
の

大
き
な
潜
在
力
と
な
っ
て
い
る
。
た
ど
し
い
肱
業
に
よ
っ
て
は
位
・
磁
力
は
区
々
た
る
を
免
れ
ず
、

例
え
ば
航
空
機
は
月
産
二
二
O機
、
第
.
一次
大
戦
中
の
最
高
時
に
比
し
二

・
四
%
、
其
珠
湾
中

件
当
時
の
一
四
%
に
す
が
C

ず
、
ふ
た
L
び
第
二
次
大
戦
中
の
最
高
能
力
に
迷
す
る
に
は
三
年
を

耐
火
す
る
と
い
わ
れ
、
ま
た
鉄
鋼
は
設
備
能
力
九
、
九
三
O
万
ト
ン
に
た
い
し
て
ほ
ど
フ
ル
操
業

を
継
続
、
年
末
ま
で
に
は
年
産
一
億
ト
ン
を
突
破
す
る
と
見
ら
れ
る
も
の
の
急
増
す
る
需
裂
を

賄
う
に
は
な
お
不
十
分
た
る
を
免
れ
ず
、
民
間
製
鋼
会
社
は
-
九
五
二
年
末
ま
で
に
生
産
能
力

六
一一
一六
万
ト
ン
増
加
を
目
棋
と
す
る
殻
備
革
張
計
画
に
乗
り
出
し
て
い
る
。
銅
、

亜
鉛
、
錫
等

は
不
足
と
見
ら
れ
る
一
方
、
ゴ
ム
、
ア
ル
ミ
エ
ユ

1
ム
、
石
炭
、
屯
力
、
石
油
等
に
は
な
お
生

産
余
力
が
あ
り
、
食
糧
問
係
に
も
動
乱
の
影
響
は
さ
し
て
現
れ
な
い
と
見
ら
れ
て
い
る。

こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
部
分
的
な
い
し
自
発
的
統
制
は
と
も
か
く
、
全
而
的
な
統
制
が
即
時

に
実
施
さ
れ
る
可
能
性
は
極
め
て
少
い
と
見
ら
れ
る
。
大
統
領
は
特
別
教
書
ド
お
い
て
箪
需
生

産
促
進
の
た
め
軍
需
工
場
に
融
資
す
る
権
限
を
要
請
す
る
と
共
に
重
要
物
資
の
悦
先
制
、
制
当

制
の
実
施
、
在
陣
門
川
徴
発
権
限
を
捜
部
し
、
な
お
、
話
火
と
み
ら
ぱ
物
価
、
賃
銀
統
制
な
ら
び
に

配
給
制
の
史
施
官
勧
告
す
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
議
員
舵
出
の
物
価
、
賃
銀
統
制
お
よ
び
配
給

制
法
泉
は
二
十
七
日
下
院
銀
行
通
貨
委
員
会
に
お
い
て
否
決
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
事

態
が
さ
ら
に
拡
大
す
る
場
合
、
急
速
か
つ
全
面
的
な
統
制
の
災
施
と
産
業
動
員
は
不
可
欠
で
、

そ
|
ゲ
ン
ソ
1

、
パ
ル
l
ク
符
は
す
で
に
こ
れ
が
実
施
会
勧
告
、
政
府
に
お
い
て
も
出
二
次
大

戦
当
時
よ
り
は
る
か
に
強
力
な
二
十
条
よ
り
な
る
戦
時
大
櫛
法
の
起
草
を
了
し
た
と
伝
え
ら

れ
、
産
業
動
員
計
聞
は
凶
家
安
全
保
障
資
源
安
員
会
(N
S
R
B
)
に
お
い
て
光
成
、
局
面
の
推



移
仁
応
じ
て
直
ち
に
発
動
し
う
る
態
勢
に
あ
る
。
国
防
省
の
下
に
産
業
動
員
の
突
施
を
担
当
す

る
軍
需
局
は
、
第
二
次
大
戦
中
に
政
府
が
建
設
し
た
一

、
五
九
五
工
場
の
検
査
を
す
で
に
実
施

中
で、

こ
の
う
ち
現
在
陸
海
軍
管
幣
下
に
あ
っ
て
戦
時
体
制
移
行
準
備
を
完
了
し
た
も
の
は
二

七
三
工
場
に
お
よ
ん
で
い
る
。

一
方
一
九
四
六
年
の
貯
備
法
に
基
く
七
一
品
目
の
戦
略
物
資
貯

蔵
計
画
は
、
購
入
予
定
総
額
三
八
億
ド
ル
の
う
ち
本
年
六
月
末
ま
で
に
買
付
を
完
了
し
た
も
の

こ
O
億
ド
ル
に
お
よ
び
今
後
さ
ら
に
増
額
さ
れ
る
可
能
性
は
す
と
ぶ
る
大
含
い
。

ω
対
外
援
助
と
貿
易

ひ
る
が
え
っ
て
対
外
援
助
の
動
含
を
見
る
と
、
五
十

一
年
度
の
経
済
擢
助
一
一
一
一
線
ド
ル
、
軍

需
援
助
一
二
億
ド
ル
は
す
で
に
可
決
さ
れ
、
さ
ら
に
四

O
億
ド
ル
の
対
外
軍
事
援
助
増
・
頒
は
必

至
で
、
ま
た

マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
計
画
も
従
来
の
経
活
復
興
か
ら
西
欧
の
箪
事
力
強
化
へ
と
そ
の

性
格
を
変
え
ん
と
し
つ
L
あ
り
、

一
方
共
産
主
義
諸
国
に
対
す
る
戦
略
物
資
の
輸
出
統
制
は
、

国
家
安
全
保
障
の
見
地
か
ら
動
乱
勃
発
以
来
い
よ
い
よ
強
化
さ
れ
て
い
る
。

一
九
五
二
年
を
以

て
一
応
打
切
り
を
予
定
し
、
逐
次
減
少
さ
れ
つ

L
め
っ
た
対
外
援
助
は
こ
L
に
一
転
増
加
の
形

勢
に
あ
り、

さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
の
軍
需
増
大
に
よ
る
輸
入
の
増
加
、
民
間
輸
出
の
減
少
は
戦
後

長
き
に
わ
た
っ
て
世
界
的
な
悩
み
で
あ
っ
た
ド
ル
不
足
問
題
の
重
圧
を
は
し
な
く
も
級
和
す
る

か

rさ
え
見
え
る
。

と
も
あ
れ
、
ア
メ
リ
カ
経
済
は
急
速
に
準
戦
体
制
に
移
行
し
つ
L
あ
り
、
こ
れ
に
伴
っ
て
世

界
経
済
全
般
に
大
き
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
ん
と
す
る
形
勢
に
あ
る
。

今
後
の
事
態
の
発
展
こ

そ
深
甚
の
注
目
を
払
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

ニ
、
西
欧
経
済
の
勤
き

西
献
は
ア
メ
リ
カ
と
密
接
不
離
の
閑
係
に
あ
る
。

国
際
迎
合
の
韓
国
援
助
要
梢
に
応
じ
て
、

上巳

切ポ

下ン

前ド

位

イ

ギ

ス

ゴ

一
ポ
ン
ド
に
つ
き
ペ
ン
ス

二
K

三
三
五

五
六
九
一O
七
五

ム

銅錫棉

花

(
米
棉
)

" 〆一
ト

γ
に
っ
か
C

ポ
y
ド

" 〆

海

外

経

済

調

査

〈

上

)

昭
和
二
十
五
年
七
月

イ
ギ
リ
ス
は
軍
隊
を
派
遣
す
る
こ
と
に
決
し
、
七
月
二
十
六
日
下
院
に
お
け
る
ジ
ン
ウ
エ
ル
同

防
相
の
発
表
に
よ
れ
ば

一
個
旅
団
(
三
、
五

O
Oな
い
し
四
、

0
0
0名
〉
を
派
遣
、
概
東
海
軍

を
戦
時
体
制
に
お
き
、
ま
た
本
土
防
衛
用
戦
闘
機
を
増
強
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
所
要

経
質
と
し
て
一
億
ポ
ン
ド
の
追
加
予
算
が
提
出
さ
れ
た
。
一
九
五
0
年
度
の
総
予
算
は
歳
入
歳

出
と
も
約
凶
十
億
ポ
ン
ド
で
ほ
ど
均
衡
を
え
て
い
た
。
右
の
-
億
ポ
ン
ド
の
財
源
は
未
だ
明
か

で
は
な
い
が
、
仮
に
借
入
に
よ
っ
た
と
し
て
も
こ
の
程
度
な
ら
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
危
険
も

さ
ま
で
懸
念
す
る
に
及
ぶ
£
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
も
国
防
貨
を
大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
モ
ツ
ク
国
防
相
は
二
十
九
日
の

国
民
議
会
で
「
明
年
の
国
防
費
を
本
年
よ
り
八
百
億
フ
ラ
ン
増
加
す
る
予
定
で
、
こ
の
結
果
フ

ラ
ン
ス
は
国
防
貨
に
全
予
算
の
五
分
の

一
に
あ
た
る
五
千
億
フ
ラ
ン
を
支
出
す
る
こ
と
に
な
ろ

う
」
と
述
べ
た
。
イ
タ
リ
ア
も
北
大
西
洋
条
約
加
盟
諸
国
に
国
防
増
強
を
促
し
た
ト
ル
l

マ
ン

大
統
領
の
呼
び
か
け
に
応
え
陸
海
兵
力
を
さ
ら
に
七
万
増
強
す
る
と
と
に
決
定
し
た
。

こ
の
よ
う
な
緒
閣
の
準
戦
体
制
に
物
価
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
パ
リ
の
金
自
肉
市
場
相
場

〈
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
り
)
は
次
の
ご
と
〈
五
月
下
何

一
時
低
廿
治
し
た
が
、
そ
の
後
揃
鵬
六
月
二
十

八
日
に
は
五
十
万
フ
ラ
ン
に
な
っ
た
。

四
月
二
十
七
日

四
七
三
千
フ
ラ
ン

五
月
二
十
四
日
四
一
一
一
一
一

六
月
二
十
二

日

四

回

O

六
月
二
十
八

日

五

O
O

六
月
三
十

日

四

九

二

英

・
米
の
毘
安
原
料
品
〈
と
く
に
ゴ
ム
、
桝
花
、
錫
)
相
場
も
高
鵬
し
た
。
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劃
朝
鮮
動
乱
は
六
月
二
十
五
日
渇
犯

， 
" 

ゴ
ム
は
こ
九
ペ

ン
ス
だ
と

一
九
二

0
年
代
中
頃
の
ゴ
ム
限
産
計
画
実
施
当
時
以
来
の
高
記
録

で
あ
り
、
錫
は
七
月
十
三
日
に
は
卜
γ
当
り
三

0
ポ
ン
ド
以
上
も
暴
勝
し
、

鉛
も
持
直
し
、
綿

花
も
向
勝
し
た
。
こ
れ
ら
は
朝
鮮
動
乱
に
基
く
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
気
構
へ
の
外
、
主
要
版
料

に
た
い
す
る
民
需
で
相
場
が
す
で
に
腸
貸
し
て
い
た
の
に
加
え
再
軍
備
用
部
要
が
加
重
さ
れ
た

た
め
で
あ
る
。
朝
鮮
動
乱
が
仮
に
短
則
間
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
と
の
再
策
備
需

要
は
減
過
す
る
と
は
思
わ
れ
ず
、
重
要
原
材
料
相
場
は
当
分
高
値
を
維
持
す
る
も
の
と
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
ハ
七
月
十
五
日
)
は
予
測
し
て
い
る
。

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
卸
売
物
価
指
数
も
今
春
以
来
の
漸
鵬
歩
調
を
続
け
、

い
に

一
九
二

・
凹
に
遣
し
た
。

七
月
二
十
五
日
に
は
つ

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
卸
売
物
価
指
数
(
一
九
二
七
H

一
O
O
)
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八

0
・七

三

月

七

日

四

月

四

日

一
λ
一
・
五

五

月

二

て
八
五
・

o

五

月

三

十

日

-

八

八

・
八

六

月

二

十

七

日

-

八
九
・
五

七

月

十

一
日

一
丸

0
・七

七
月
二
十
五
日

}
九
二
・四

今
春
い
ら
い
の
ア
メ
リ
カ
の
好
況
は
原
料
輸
入
を
通
じ
イ
ギ
リ
ス
に
非
常
・
な
好
影
響
を
与
え

日
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}
五
v
n

ご
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五

五

一
五

}
五

二
M

二
v
n

て
き
た
。
七
月
五
円
ク
リ
ッ
プ
ス
蔵
相
の
発
表
に
よ
れ
ば
第
二
四
半
加
の
金
・
ド
ル
準
備
増
加

傾
は
凶
低
三
千
八
百
万
ド
ル
と
戦
後
の
新
記
録
を
作
り
、
そ
の
六
月
末
残
高
は
二
十
凶
拙
二
千

二
百
万
ド
ル
に
遣
し
た
。
同
州
中
の
金

・
ド
ル
増
加
傾
の
内
訳
は
ポ
ン
ド
地
域
の
対
ド
ル
陶
貿

易
品
字
に
よ
る
分
一
一
億
八
千
万
F
ル
(
第
一
四
半
川
は
四
千
万
ド
ル
)
欧
州
復
興
計
画
援
助
二
億

四
千
万
ド
ル
、
カ
ナ
ダ
か
ら
の
ク
レ
ヂ
ツ
ト
引
山
傾
千
八
百
万
ド
ル
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
金

・
ド
ル
準
備
増
加
の
主
因
は
ア
メ
リ
カ
が
ゴ
ム
、
羊
毛
、
錫
、
銅
、
そ
の
他

各
種
非
鉄
金
属
、
ジ
ュ
ー
ト
、
コ

、
ァ
、
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
等
英
連
邦
諸
国
の
原
料
品
を
大
量
に

買
付
け
た
た
め
で
あ
あ
。
そ
の
上
こ
れ
ら
原
料
品
川
格
の
高
勝
は
ド
ル
取
得
額
を
一
層
増
大
せ

し
め
た
。

ζ

の
意
味
で
ア
メ
リ
カ
の
好
況
は
イ
ギ
リ
ス
の
国
際
収
支
改
普
に
大
含
く
寄
与
し
た

が
、
朝
鮮
動
乱
と
こ
れ
に
伴
う
ア
メ
リ
カ
の
拍
車
戦
休
制
は
と
の
傾
向
を
一
層
促
進
す
る
も
の
と

見
ら
れ
て
い
る
。

一
万
四
臥
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
援
助
増
大
の
可
能
性
と
は
別
に
欧
州
復
興
計
画
援
助

見
返
資
金
の
用
途
を
軍
事
的
方
而
に
拡
げ
ん
と
す
る
励
会
は
朝
鮮
助
乱
の
四
敗
へ
の
路
轡
と
し

て
注
討
す
べ
き
も
の
が
あ
り
、
さ
ら
に
西
敵
出
自
自
体
に
よ
る

m
w休
制
の
腕
備
強
化
が
そ
の

経
済
に
与
え
る
イ
ン
フ
レ
的
彬
響
を
考
雌
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

三
、
東
南
ア
ジ
ア
の
経
済
情
携

日

物

価

朝
鮮
動
乱
の
勃
発
を
転
機
と
し
て
、
東
南
ア
ジ
ア
の
各
地
域
と
も
物
倒
は
急
騰
し、

部
買



摘
め
、
売
情
し
み
が
行
わ
れ
、
特
に
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
非
常
経
済
体
制
の
展
開
は
、
重
要
な

戦
略
物
資
で
あ
る
ゴ
ム
、
錫
な
ど
の
価
格
を
勝
賞
ぜ
し
め
、
こ
れ
ら
物
資
の
特
産
地
た
る
東
南

ア
ジ
ア
の
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

ま
ず
中
継
貿
易
港
と
し
て
特
殊
の
地
位
合
占
め
る
香
港
に
お
い
て
は
、
現
在
ゴ
ム
、
自
動
車

部
分
品
、
鋼
板
お
よ
び
石
油
製
品
な
ど
の
緊
急
資
材
に
た
い
し
ソ
連
お
よ
び
中
共
と
国
民
政
府

と
の
聞
に
争
奪
戦
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
と
の
ほ
か
工
業
原
料
、
薬
品
な
ど
に
た
い
し
て
も
買

溜
め
が
行
わ
れ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
香
港
の
自
動
車
部
分
品
の
ス
ト
ッ
ク
は
、
中
共
と
台

湾
へ
の
輸
出
が
旺
舗
な
た
め
次
第
に
払
底
を
告
げ
つ
L
あ
る
と
い
わ
れ
、
錫
相
場
は
六
月
十
九

日
|
二
十
四
日
の
一
ピ
ク
ル
五
七
五
香
港
、
ド
ル
か
ら
七
月
十
日
i
十
五
日
の
五
九
O
香
港
ド
ル

に
勝
賞
し
た
。
上
海
の
ゴ
ム
相
場
も
動
乱
勃
発
直
前
の
六
月
三
十
四
日
に
お
い
て

一
ポ
ン
ド
当

り
六
、
回
O
O
元
の
も
の
が
七
月
十
四
日
に
は
λ
、

0
0
0元
に
急
騰
し
た
。
広
東
も
物
価
は

勝
勢
傾
向
に
あ
り
、
最
も
敏
感
に
こ
れ
を
反
映
し
て
い
る
の
は
日
用
品
の
値
上
り
で
あ
る
と
い

わ
れ
る
。
桐
油
相
場
は
六
月
三
十
四
日
の
一
ピ
ク
ル
に
つ
会
七
八
三
千
元
か
ら
七
月
十
九
日
に

は
八
一
二
O
千
元
に
勝
賞
し
た
。

パ
ン
コ
ッ
ク
市
場
に
お
い
て
も
、
現
在
貿
易
業
者
に
よ
る
日
木
繊
維
品
の
買
占
め
が
行
わ
れ

て
お
り
、
と
の
た
め

一
部
製
品
の
価
格
が
一
O
%
以
上
高
騰
を
示
し
て
い
る
。

ボ
ン
ベ
イ
市
場
も
、
ブ
l
ム
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
物
価
は
高
勝
し
、
特
に
注
目
す
べ
き
も

の
は
金
属
、
香
料
、
薬
品
、
水
銀
、
生
糸
、
樟
脳
、
薄
荷
脳
、
サ
ゴ
な
ど
で
あ
る
。
樟
脳
は
陸

揚
価
絡
一
ポ
ン
ド
当
り
一一
一
ル
ピ
1
八
ア
ン
ナ
の
も
の
が
、
七
ル
ピ
l
で
売
ら
れ
、
薄
荷
脳
は
同

じ
〈
八
O
ル
ピ
ー
の
も
の
が
、

一
七
O
ル
ピ
l
で
売
ら
れ
て
い
る
。
水
銀
は
一
瓶
四
六
O
ル

ピ
ー
か
ら
五
二
五
ル
ピ
ー
に
高
関
し
た
。
ま
た
マ
ド
ラ
ス
市
場
に
お
け
る
日
本
綿
糸
価
格
も
動

乱
勃
発
後
わ
ず
か
な
が
ら
値
上
り
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
六
O
番
手
五
ポ
ン
ド
当
り
六
月

二
十
五
日
の
二
五
ル
ピ
ー
か
ら
七
月
十
一
一
一
日
に
は
二
七
ル
ピ
ー
に
勝
貴
し
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
の

物
価
も
勝
勢
を
一ホ
し
、
勝
賞
率
は
イ
ン
ド
よ
り
大
幅
で
あ
り
、
動
乱
以
来
八
O
%
勝
賞
、
物
に

よ
っ
て
は
二
倍
に
達
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
と
い
う
。
政
府
は
こ
れ
に
た
い
し
価
枯
統
制
を
実

施
す
る
意
向
の
よ
う
で
あ
る
。

投
機
に
敏
感
な
華
僑
勢
力
の
強
い
マ
レ
!
市
場
に
お
い
て
も
、
動
乱
勃
発
後
日
用
品
の
買
溜

め
、
売
惜
み
が
行
わ
れ
、
物
価
は
連
日
高
騰
を
示
し
、
こ
れ
が
抑
制
の
た
め
政
府
は
日
本
商
品

海

外

経

清

調

査

(

上

)

昭
和
二
十
五
年
七
月

の
輸
入
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
少
〈
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
特
に
し
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ゴ
ム
相

場
は
急
臓
を
示
し
、
六
月
二
十
四
日
の

一
ポ
ン
ド
当
り
七
二
・
五
マ
レ
ィ

・
セ
ン
ト
(
翌
月
並

し
買
値
)
か
ら
七
月
二
十
七
日
の
一
二
一
一
マ
レ
イ

・
セ
ン
ト
と
六
八
・
二
%
の
高
臓
を
示
し
た
。

こ
れ
は
エ
ユ

l
ヨ
ー
ク
、

ロ
ン
ド
ン
筋
が
多
量
に
買
い
進
ん
だ
た
め
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
こ
の

需
要
の
う
ち
若
干
は
思
悲
に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
臨
機
原
因
は
、
ア
メ
リ
カ
の
国
家
安

全
保
障
資
源
委
員
会
委
員
長
サ
イ
ミ
ン
ト
ン
が
、
話
女
な
ら
ば
予
防
手
段
と
し
て
ゴ
ム
を
買
付
け

る
べ
き
だ
と
言
明
し
た
こ
と
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
今
後
ア
メ
リ
カ
の
準
戦
経
請
体
制
が

強
化
さ
れ
L
ば
さ
ら
に
高
服
す
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。
次
表
は
ジ
ン
ガ
ポ
ー
ル

・
ゴ
ム
市

場
に
お
け
る
相
場
の
変
動
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

・
ゴ
ム
市
場
相
場
(
翌
月
渡
買
値
、
単
位
マ
レ
ィ

・
セ
ン
ト
)

七
三

-M

七
八

-
M

七
八
・
%

六

月

二

四

日

三

O
目

-1::; 

月

日

一O
日

八
三
・

o

九

7
0

九
三
-
U
A

一O
凶
・%

一
五
日

二

O

R

二
五
日

二
七
日

二
一
二
・

o

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
羊
毛
も
朝
鮮
動
乱
の
影
響
に
よ
り
見
透
し
は
一
段
と
明
る
く
な
っ
た
と

い
わ
れ
、
七
月
十
八
日
の
ジ
ド
ニ

l
放
送
は
ア
メ
リ
カ
の
需
要
が
増
大
す
れ
ば
羊
毛
相
場
は
さ

ら
に
騰
貴
す
る
で
あ
ろ
う
と
の
べ
て
い
る
。

朝
鮮
動
乱
の
勃
発
は
、
世
界
金
自
由
市
場
価
格
の
低
落
に
一
応
終
止
符
を
打
っ
た
も
の
と
見

ら
れ
る
。
木
年
三
月
二
十
七
日
|
三
十

一
日
の
香
港
市
場
に
お
い
て
一
オ
ン
ス
一
一一六

・
二
五
ド

ル
(
米
ド
ル
換
算
)
を
唱
え
ら
れ
て
い
た
金
相
場
は
、
動
乱
後
の
七
月
十
日
|十
五
日
に
は
四

九

・
閤
ド
ル
(
米
ド
ル
換
算
〉
に
鵬
賞
し
た
。
こ
の
よ
う
な
金
相
場
の
急
臓
は
、
極
東
に
お
け
る

投
機
筋
が
金
の
先
商
必
至
と
見
て
質
的
り
に
の
り
出
し
た
こ
と
、
な
ら
び
に
通
貨
価
値
の
低
落

を
見
越
し
て
、
逃
避
手
段
と
し
て
の
金
に
向
っ
た
た
め
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

次
表
は
香
港
金
自
由
市
場
に
お
け
る
相
場
の
変
動
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

四

一
五



経

済

情

勢

調

査

(

そ

の

こ

)

'" .， 

香
港
に
お
け
る
金
相
場
(
一

オ
ン
ス
に
つ
き
単
位
香
港
ド
ル
)

一
O
日

平

均

相

場

三
五
四
・
七

一
七
日

ご
五
八
・
三

一
一占ハ一
一一・
一

二
八
六
・
三

六

月

五

日

|

一
一一
一日

i

メ'〆

， ，.. 

二
O
日
l

二
六
日

l
七
月

， 
"‘ 

二
五
日

"'" 〆

日

'" 〆七
月

三

日
|

0
0
・λ

九
六
・
四

λ 

日

， 
J 

ノ.， 

一O
日

|

， ，..・

十
五
日

， 
d・r

一
七
日
|

九
八
・
六

一
一子
七

二
一
一
日

， 
〆

， ，.. 

二
四
日
|

， ，.. 

二
九
日

間

貿

易

各
国
は
圏
内
的
に
は
物
価
抑
制
策
と
し
て
、
対
外
的
に
原
料
輸
出
の
増
大
、
輸
入
品
価
格
の

先
高
を
見
越
し
て
輸
入
統
制
緩
和
の
方
針
を
と
り
つ
L
る
る
。

タ
イ
政
府
は
五
月
二
十
九
日
か
ら
従
来
実
施
し
て
い
た
輸
入
統
制
を
緩
和
し
た
。
イ
ン
ド
政

府
は
んハ
月
二
十
七
日
輸
入
政
策
を
発
表
、
イ
ン
ド
で
生
産
さ
れ
な
い
非
鉄
金
属
、
ス
ク
ラ
ッ
プ

お
よ
び
半
製
品
の
輸
入
に
た
い
し
て
は
原
則
と
し
て
ド
ル
地
域
、
軟
質
諸
国
の
い
ず
れ
を
と
わ

ず
自
由
に
許
可
が
与
え
ら
れ
、
外
国
か
ら
の
輸
入
が
大
い
に
緩
和
さ
れ
る
こ
と
L
な
っ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
も
六
月
二
十
九
日
の
下
院
商
工
委
員
会
に
お
い
て
、
朝
鮮
動
乱
の
緊
急
事
態
に

対
処
す
る
た
め
、
原
則
と
し
て
重
要
商
品
の
輸
入
統
制
を
緩
和
す
る
こ
と
に
意
見
の

一
致
を
見

た
左
い
わ
れ
る
。

台
湾
は
ア
メ
リ
カ
の
台
湾
確
保
声
明
に
よ
り
や
L
落
活
き
を
附
引
戻
し
、
日
本
に
た
い
し
て
も

食
料
品
、
衣
料
品
な
ど
相
当
置
の
買
付
気
迎
に
あ
り
、
香
港
は
従
来
韓
国
向
け
物
資
と
し
て
日

本
製
品
の
再
輸
出
化
行
っ
て
い
た
も
の
も
少
く
な
い
が
、
こ
れ
が
停
止
に
よ
り
打
躍
を
う
け
て

い
る
。北
鮮
お
よ
び
中
共
に
た
い
し
て
は
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
し
、
イ
ギ
リ
ス
そ
の
他
諸
国
が
経

済
的
制
裁
と
し
て
全
面
的
輸
出
銭
止
政
策
を
と
っ
て
い
る
が
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
今
の
と

こ
ろ
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
北
附
刷
、
中
共
お
よ
び
台
測
に
た
い
し
石
油
製
品
、
ア
パ
カ
〈
マ
ニ
ラ
蹄
)
な

ど
戦
略
物
資
の
輸
出
を
禁
止
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

四
一
六

昭
和
二
十
五
年
八
月

海

外

経

済

事

情

て
ア
メ
リ
カ
経
済
の
動
向

ニ
、
西
敵
経
済
の
諸
問
題

三
、
ソ
迎
経
済
の
動
向

四
、
東
陶
ア
ジ
ア
の
経
質
問
勢

一
、
ア
メ
リ
カ
経
済
の
動
向

ω
財
政
の
膨
脹
と
程
消
統
制

朝
鮮
動
乱
含
契
機
と
し
て
ト
ル
l

マ
ン
大
統
領
は
先
月
二
十
四
日
、
追
加
国
防
虫
と
し
て

一

O
五
億
ド
ル
、
二
十
八
日
に
は
戦
略
物
資
買
付
用
資
金
と
し
て
六
億
ド
ル
を
要
請
し
た
が
、
八

月
一
日
さ
ら
に
追
加
対
外
'軍
事
援
助
貨
と
し
て
四

O
億
ド
ル
、
四
日
第
二
次
追
加
国
防
賀
と
し

て
一

一
億
ド
ル
を
そ
れ
ぞ
れ
要
求
、

こ
れ
ら
を
主
内
容
と
す
る
追
加
箪
事
貨

一
六
七
他
ド
ル
は

ご
十
六
日
す
守
に
下
院
を
通
過
、
目
下
上
院
で
審
議
中
で
あ
る
。
そ
の
下
院
通
過
の
際
の
内
訳

は
次
の
泊
り
で
あ
る
。

(
単
位
百
万
ド
ル
)

一一

、
六
四
二

四、

0
0
0

一
、
一
二
八

計

二

ハ

、
七
七
一

右
の
う
ち
悶
防
純
一
二
ハ
他
ド
ル
は
一
九
五

O
l
五
一
年
経
常
予
算
(
四
二
閥
的
地
ド
ル
、

そ

の
大
部
分
は
三
六
}
他
ド
ル
に
上
る

一
括
支
出
法
案
の
形
式
で
諮
会
を
通
過
)
中
の
悶
防
尚

一

三
四
偲
ド
ル
と
合
す
れ
ば
、
総
額
二
五

O
億
ド
ル
に
上
り
、
歳
出
総
制
の
四
一

一
%
(
昨
年
度
一
一
一

令市 (ロ)粁)

j京対因
子 外
力 iTi
町f司Z防
究援
資助
、償資

l~，2 
略
物
資
質
付
用
資
金

そ
の
他


